
平成２６年４月２１日（月）～平成２６年４月２７日（日）〔平成２６年第１７週〕の感染症発生状況

第１７週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)インフルエンザ 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。

感染性胃腸炎は定点当たり８．５５人と前週（９．２７）より患者報告数は減少し、例年より低いレベルで推移しています。

インフルエンザは定点当たり１．９４人と前週（２．５６）より患者報告数は減少し、ほぼ例年並みのレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は定点当たり１．７９人と前週（１．９４）より患者報告数は減少し、ほぼ例年並みのレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

        

                      

        

                      

今、何の病気が流行しているか！

第１７週報告数第２位

第１７週報告数第１位
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～海外で気をつけたい感染症の予防方法～

食べ物に注意！ 動物や虫に注意！

腸チフス、赤痢、コレラ、Ａ型肝炎などを

予防するためには、食べ物や飲み物に注意が

必要です。多くは下痢を引き起こしますが、

Ａ型肝炎（症状：倦怠感・黄疸）のように下

痢が主症状でない感染症もあります。

狂犬病、鳥インフルエンザ（インフルエン

ザH7N９等）、デング熱、マラリアなどを予

防するためには、不用意に動物に触らないこ

とが大切です。また、虫に刺されて感染する

病気もありますので、注意しましょう。

 手洗いをこまめにしましょう

 生水を飲まないようにしましょう

 氷を避けるようにしましょう

 完全に火の通った食べ物を食べましょう

 サラダや生の野菜は避けましょう

 動物にはむやみに手を出さず、

近寄らないようにしましょう

 長袖、長ズボンを着用し、素

足でのサンダル履き等は避けましょう

 虫除け剤等を使用し、蚊に刺されないよう

にしましょう

ゴールデンウィークは海外へ渡航される方も多い時期です。海外で注意す
べき感染症及び流行地域での予防対策についてご紹介します。


